
企業を取り巻く環境施策の動向と

TNFD情報開示の取組について

気候変動や生物多様性など、企業が事業を継続するために取り組むべき課題が
山積しています。特に昨今は自然関連の情報開示の重要性が高まっています。
本セミナーでは「生物多様性及び生態系サービスに関する総合評価報告書」に

も関与する環境の専門家が、日本の環境施策の動向と企業に求められるTNFD情
報開示のポイント・注意点について、わかりやすく解説します。

セミナーのご案内

《 講演内容 》
・企業を取り巻く環境施策の動向・・・・・・・・ 20分

脱炭素、生物多様性、CE、経済安全保障、ポストSDGs

・投資家と昨今の状況からみた企業の環境情報開示・・・ 10分

・企業のTNFD情報開示のポイント ・・・・・・・ 30分

・質疑応答 11:30までにQ＆Aにいただいたご質問にお応えします。 10分
    （セミナー時間 70分）

Teamsウェビナー

【お問合せ先】 お問い合わせはメールにてお願いします。

いであ株式会社 民間事業推進部セミナー担当メールアドレス  ideaseminar@ideacon.co.jp

コンサル会社関係の方の参加はお断りいたします。

＊諸般の事情により、セミナー日時が変更、中止となる場合があります、あらかじめご了承ください。

トップ環境コンサルの専門家がわかりやすく解説

《セミナー開催日》

無料

https://events.teams.microsoft.com/event/45d80b5b-134e-4ed7-
840a-2ae4b76941f1@88dbd15d-d497-417d-9795-bf6631fcff74

２０２６年５月２１日（木） １０：３０～１１：４０

下記リンク（もしくはQRコード）より事前登録の上、ご参加ください
（お申込締め切り 5月15日(金)）

mailto:ideaseminar@ideacon.co.jp


元環境省地球環境審議官の経験から、世界の環境課題へ
の取組、日本の環境施策の動向について解説します。

スピーカー紹介

元SMBC法人営業部長、元銀泉(株)保険事業部門(現三井
住友インシュアランス＆フィナンシャルサービス(株))常務
執行役員の経験から、投資家と昨今の状況から見た企業の
環境情報開示を解説します。

国・自治体の環境政策や企業のサステナビリティ開示支
援の経験から、経営戦略に役立つTNFD情報開示について解
説します。

森下 哲 いであ株式会社 取締役副社長、 茨城大学客員教授

柴田 隆之 いであ株式会社 副社長執行役員 マーケティング事業統括

早坂 裕幸 いであ株式会社 国土環境研究所副研究所長 地域共創推進部長

写真

写真

国内NO.1環境コンサル

（東京証券取引所スタンダード市場）

主要顧客
環境省、国土交通省、防衛省、その他官公庁、
電力会社、自動車メーカー、食品・飲料メーカー、
鉄鋼メーカー、化学品メーカー、製薬会社、その他

【拠点】
本社（東京）
情報システム事業本部（赤坂）
社会基盤本部（二子玉川）
国土環境研究所（横浜）
環境創造研究所（静岡）
食品・生命科学研究所（大阪）
亜熱帯環境研究所（沖縄）
大阪支社、沖縄支社、札幌支店、
東北支店、福島支店、北陸支店、
名古屋支店、中国支店、四国支店、
九州支店、
システム開発センター（高崎）

《海外事業所》
IDEA R&D Center（タイ）
ボゴール事務所（インドネシア）
ロンドン事務所（イギリス）

《海外連結子会社》
以天安（北京）科技有限公司（中国）
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